
COVID-19よりも脅威！ 人生の破滅とも知らず、 

ハッキング、サイバー詐欺等、犯罪に平気で染まる若者の増加を恐れよ！ 

 

ウィルスはワクチンの開発で防げるが、中国発のサイバーテロ、ハッカー、「悪

のビジネスで良心を蝕んでいる若者たちの増加」は、COVID-19 以上の人類の敵で

ある。この悪のウィルスは、世界を暗黒社会に導きつつある。 

 

私達のパソコンには連日数百の「詐欺メール」が届く。始めの頃は、中国からが主

であったが、近頃は国内も加わり、悪の連携が国際的に進んでいるように見える。 

 

我が政府は、デジタル庁を新設して、取締機関もつくり、罰則も厳しくなるだろう。 

一担摘発されれば、若者の人生終わりだ。若者たちが悪の道に向かうのは、明るい

未来を示すことが出来ない、我々大人の責任である。 

重罪を冒し、厚顔にも議席に居座る国会議員達！ 往生際が悪いというか、若者に

汚い人間の見本を露呈している。 

 

謙虚さが微塵もない中国の外交姿勢、理屈にならない恫喝外交姿勢は、中国国民の

倫理観を損ねているに違いない。 

国家が「範」を国民に示すべきが「下品、横柄、品格の欠片も無い国が、中国だ」

と、国内だけでなく世界に悪しき姿を晒している。 

そうした政策が成功するかに、思い込んでいる共産党幹部は、誠に幼稚で愚かだ。

自由社会を共有する大半の人類は、中国発の「悪の汚染ウィルス」と、智慧、勇気、

資力を出しあって闘わねばならない。 

これが、本当の世界第三次大戦ではなかろうか？ 
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